別紙様式
平成24年度当初予算　　　支出科目　款：教育費　　項：教育総務費　　目：教育指導費
	事業名:　 基礎学力定着支援事業費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　
　　　　　　　　　教育委員会　学校支援課　教科教育担当　電話番号：058-272-1111（内３６９６）

　　　　　　　　　　　E-mail：c17782@pref.gifu.lg.jp
	事業費


　要求額：5,892千円（前年度予算額：　3,800千円）

	事業内容  


	１　事業の内容


指導改善実践校での実践の成果普及等による県内各学校における基礎学力の定着状況を把握するため、基礎的・基本的な知識・技能についての問題を中心とした学習状調査を実施する。また、調査の結果を分析し、指導の具体的な改善方法を明確にした冊子を各小・中学校に配付する。もって県内の児童生徒の学力の向上を図る。
	２　所要経費


事業費　5,892千円
	これまでの取組と成果


	１　長期構想上の位置付け


　将来に夢や目標を持てない児童生徒の割合の高さが課題となる中で、基礎的な知識の習得と同時に、知識・技能の活用力を育成し、個性と能力を伸ばす取組みを進め、自ら考え行動する力を育てます。
	２　これまでの取組状況


　○基礎学力定着サポートプランの展開

1. 基礎学力定着支援事業の実施
1 指導改善実践校による教材・教具等の開発
· 児童生徒の学力の把握や補助教材の開発を行った。
· TTの実施と改善(特にT2の役割の明確化)を行った。
· 個の学習状況に応じたきめ細かな指導が位置付いた指導計画の改善を行った。
2 習熟度別少人数指導の実施

· 指導改善実践校により、保護者への説明や児童生徒の実態に応じた適切なクラス分け、下位グループにふさわしい指導方法、教材・教具の開発の検討を行った。
3 地区協議会による成果の普及
· 県内６地域において地区協議会を開催し、指導改善実践校の成果普及とともに、各学校の取組についての情報交流を行い、基礎学力についての啓発を行う。

· 補充的学習の対象児童の選定基準や使用教材の開発の研究を行い、地区協議会において成果を公表した。
· 授業前、休み時間や放課後等のプリント学習やサポート学習の研究を行い、地区協議会において成果を公表した。
	３　これまでの取組に対する評価


  ◆児童生徒の学習状況に応じたきめ細かな指導の実施
　　・児童生徒の学習状況を把握し、特に定着が不十分な児童生徒に対して学習内容を確実に習得させるための指導・援助や教材・教具の開発が積極的に行われるようになってきた。
  ◆習熟度別少人数指導の実施

　　・多くの学校で、習熟度別少人数指導の見直しが行われ、定着が不十分な児童生徒に焦点を当てた習熟度別少人数指導が行われるようになってきた。
　◆補充的学習や家庭学習の実施

　　・授業以外の時間を活用して授業で理解できなかった内容について補完するための指導やテストやドリル練習などの活動が、多くの学校で行われるようになってきた。
　　・市町村教育委員会単位や学校単位で、家庭学習についての指導や保護者への啓発を行ったり、授業と家庭学習との関連が図れるようにしたりするなどの工夫が見られるようになった。
	決定額の考え方


	要求額の財源内訳（単位：千円）


	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳
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